
 

（様式第 11 号）（第 14条関係） 

   令和元年度 「みんなの力でつくるまち」活動支援事業評価報告書 

 

 

 

 

                          

                          

                          

                          

                          

                        

                          

 

                         

                             【探検！旧軽井沢 冊子】 

 

 

                              【目標・ねらい】 

●まちあるきを通じて、子供た

ちに旧軽井沢を知ってもらう。                    

●内容を冊子にまとめ広く町

の歴史や文化を知ってもらう。                                  

  

 

 

                                                             

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 探検！旧軽井沢 

団体名 一般社団法人旧軽井沢青年部 

総事業費 283,922 円（うち補助金：140,000 円） 

 

自己評価（目標達成率）【Ａ】 

 郷土愛の育成を目的に、当会の拠点である旧軽井沢地

区のまちあるきイベントを実施。          

 町内の小学生を対象に、旧軽井沢精通者を交え、普段

足を運ぶことのできない場所なども散策する。                              

 実施内容を冊子にまとめ、参加者や地域住民等に配布

した。                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                            

 旧軽井沢の精通者と散策したことで、当会メンバーも

普段知ることのできない街の姿を発見することができ

た。                         

 参加者の多くが旧軽井沢を散策したことがなかった

ので、旧軽井沢を知るための良いきっかけになった。                         

 まちあるきを冊子にまとめることで、地域住民にとっ

ても再発見のきっかけになり、当会の活動紹介にするこ

ともできた。                          

                                           

                                           

                                                

                                           

                          

                          

 今回の活動で得た成果と反省を活かし、今後も子供たちのために軽井沢の歴史や文化を学ぶ機

会を設けたい。                                           

 また、当会だけで実施するのではなく、他団体とも連携を図りながら事業を実施したい。                                           

 今回のイベントについて、他地域でも実施しやすいよう活動内容を共有できる体制を整えた

い。                                           

                                           

                                            

                                            

事 業 内 容 

今後の取り組み 

事 業 効 果 


